
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　東日本大震災から１年がたとうとする時期、意識の中でだんだんと震災のことが薄らいでいってしまう児童がいた。そこで「復興」という言葉について、「奇跡の一本松」の姿を通して考えることで、児童たちはもう一度、「命」の大切さや「ふるさと」の大切さ、「つながり」ということの大切さに思いをよせることができた。今後も新聞記事を手がかりに、震災・復興という日本人が忘れてはいけない、考え続けなければいけないことの中に、道徳の授業とつながる部分や、自分たちの生き方にもつながる事柄を見つけ、授業をしくんでいきたい。
	TextField2: 「松と人間の子孫の命がどんどんつながるようになってほしい。」「奇跡の一本松は地震と津波に耐えて、日本中に元気を与えたと思った。」
	TextField2: ①「復興」という言葉について考える。『どういうことが「復興」なのか。』②新聞記事を拡大したものを示し、全員で読みながら「奇跡の一本松」が復興計画に盛り込まれたことを確認　し、４本の接ぎ木の名前（白抜き）を考える。③やなせたかしさんがつけた名前を見て、その名前にはどんな思いが込められているか考える。④『陸前高田市はどうして「奇跡の一本松」の再生を復興計画に盛り込んだのか。』について考えながら、ま　とめの感想を書く。（留意点）・これまで切り抜き、掲示してきた震災・復興関連の新聞記事を導入で示し、「復興」という言葉について考　えるための手がかりとする。・拡大新聞記事、接ぎ木の写真、アンパンマンの絵、ホワイトボードなどの視覚教材を有効に使う。
	TextField2: ５学年　道徳　内容３－（１）「生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊重する。」（１時間）
	TextField2: 「奇跡の一本松」を守ろうという人々の思いに共感しながら感想を書くことができたか。
	TextField2: 陸前高田市の復興計画にもりこまれた「高田松原の再生」について知り、接ぎ木につけられた名前を考える活動を通して、「復興」に大切な精神的な面にも気づき、命や思いをつないでいく大切さを感じる。
	TextField2: 「奇跡の一本松」
	TextField2: 道徳　１４人
	TextField2: 第５学年
	TextField2: 笛木悟
	TextField2: 上田市立長小学校
	TextField1: 「奇跡の一本松」　～よりそい　共感し　自らにいかす　道徳教育～



